
パフォーマンス課題の授業 
〜後転の教科書を作ろう〜 

 
日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 

 

岩﨑はロイロノートの認定ティーチャーという側面もあり，そのつながりで佐伯市の元中学校

社会科教諭の立石俊夫先生からパフォーマンス課題を教えていただいたことがあります。 

ちょうど器械運動領域を授業で行なっていたため，ここで使えそうだと思い，後転の 2 時間目

にパフォーマンス課題の授業を行うことにしました。課題は，教科書会社の社員として教科書

（副教材）の「後転」部分を作るという設定です。チームで話し合い，いろいろな教科書が出来

上がっていきました。この学習活動では，学習指導要領の表現（考えたことを友達に伝える）

や，態度における共生（友達の考えを認める）のところも，しっかり見とることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※体育には教科書がありません。子どもたちに伝わりやすくするため，今回は副読本に対して

教科書という言葉を使っています。 

前時で気づいた子どもたちなりのコツを共有 

この副読本は見せていません。 



  

   
 

 

 

 

  

  

   
 

 

 

ああだこうだと言い合いながら，教科書を作る子ども
たち（個人的にはこんな授業が好きです） 

出来上がった教科書の一部。キーワード，お手本
動画，チェック表など様々な表現が見られます。 

表現，共生を見とる場面 

これまで得た知識や経験を基に，言語化，動作化が繰り返されていきました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書を作った四年生に，「どうしても字が大きくて，写真

と動画は小さいの？」と尋ねると，「動画のところを押せばす

ぐに画面いっぱいに広がるから。」と答えてくれました。全く

その通りです。模造紙を使っていた頃の子どもたちと，レイア

ウトが変わってきていることに気付かされました。 

運動が苦手な子も得意な子も，一緒になって楽しそうに参

加していたパフォマンス課題の授業。またどこかの単元で行

ってみたいです。 


